


マルヤス工業は社員の健康を

第一に考え

健康経営を推進します

代表取締役社長

山田泰一郎

健康経営の推進



心と身体の健康は、ワークライフバランスの実現に不可欠であり、

家族と幸せな生活を送るために大変重要です。従業員のみなさん

が心身ともに健康で元気にやりがいを持って働く、豊かな人生で

あることを心より願っております。マルヤスは一人ひとりが

考え、行動し、挑戦できる環境を整え、

健康増進・疾病予防に取り組む

ことを宣言いたします

健康経営宣言

代表取締役社長
山田泰一郎



健康宣言である【心身ともに健康で元気にやりがいを持って働き、
豊かな人生を送る】の実現に向け、
マルヤス工業株式会社の健康経営活動は“3本柱”で推進します

①職場主体の全員参加活動
職場全員参加活動として職場上司や先輩、
身近な方からの声かけによって自身の健康状態に
興味を持つ事ができるよう、健康意識向上を目指します

②職場環境整備
健康経営事務局を中心に産業医、労働組合、
トヨタ関連部品健康保険組合と協力し、
やりがいを持って働く元気な職場風土づくりを目指します

③ヘルスサポート機能によるきめ細やかなケア
フィジカルからメンタルまで様々な悩みを受けとめ、
安心して仕事が継続できるよう安定したサポートを目指します

１ 活動の３本柱イメージ



１ 活動の３本柱イメージ



２ 健康経営の推進体制

健康経営最高責任者を代表取締役社長とし、

事務局が各職場や産業医、外部組織とともに連携して

健康維持、増進の対策、施策を推進します

健康経営を会社の重要な取り組み事項と位置づけ

取り上げることで、コミュニケーションの向上を促進します



２ 推進体制イメージ

課題の共有

施策の企画

企画の実施

＆フォロー

【推進部署】

安全衛生環境部

人事部・総務部

(健康管理室・産業医)

【協力組織】

マルヤス労働組合

【外部組織】

トヨタ関連部品健康保険組合

取締役会・経営会議

マネジメントレビュー

各工場/安全衛生委員会

課題共有

↓

施策の企画

↓

企画の実施

職制(各職場の管理監督者)

従業員

健康経営最高責任者

（取締役社長）

家族



３ 健康経営の課題と期待する効果

【課題1】
全ての従業員一人ひとりが身体的、社会的にも健康であり続けるには
仕事に対し「活力」「熱意」「没頭」を感じられる職場づくり・環境づくり
が必要である。

  〇期待する効果
従業員１人ひとりのパフォーマンス向上

【課題2】
生産年齢人口の減少を背景に、従業員が心身の健康を維持しながら
長く働く事のできる職場づくりや育児・介護と仕事を両立できる
職場づくり・環境づくりの取組み

○期待する効果
離職率の低下や、生産性の向上が期待できる。



４ 戦略マップ



５ 健康増進・維持の主な取組み

健康診断

・定期・特殊健康診断を実施し、対象者の健康管理を推進
・胃、大腸、婦人科のがん検診を案内し、早期発見に努める
・VDT作業者には専用健診を実施し、作業環境に応じた健康支援を実施。
・家族健診の受診勧奨も行い、職員とその家族の健康保持を図っています

メンタルヘルスケア

・年に1回、全従業員を対象にストレスチェックを実施し、心身の状態を把握しています
（集団分析実施）

・ストレスチェックの結果に基づき、高ストレスと判定された従業員で希望した方に
産業医による個別面談を行っています。
・休職からの復職に際しては、段階的な支援を行い、
安心して職場復帰できる体制を整えています



生活習慣予防

・特定保健指導を法定対象者（40歳以上）に対して実施し、
生活習慣病予防を推進

・39歳以下の予備群の方にも面談を行い、早期支援に努める
・健診後の受診勧奨や随時の面談活動を通じて、
継続的な健康支援を実施。

・産業医による面談の他、メタボリックシンドローム対策を強化
しています

禁煙活動

・施設内の喫煙所を段階的に減らすことで喫煙率の低下を促進。
・改正健康増進法に基づき、屋内全面禁煙を徹底し、非喫煙者の健康を守っています

運動習慣改善

昼食後の時間を活用し、社内では「健康ウォーク」として
声をかけ合いながら取り組むことで、運動不足の解消だけ
でなく、コミュニケーションの活性化にもつながっています



健康意識向上活動（食事）

定期健診の際、測定機器（ベジチェック）を用
い、普段の野菜の摂取状況を測定
４２０名の方が実施し、野菜摂取の意識
を向上を図りました
（2026年6月の活動）

食習慣改善

カロリー表示を行い、見える化することで食べす
ぎを防ぎ、適切な食事量を意識できるようにす
る。栄養バランスの取れたヘルシーメニューを
提供し、健康的な食生活とともに
Table for twoの活動を通じた社会貢献
活動も実施しています



健康組合共同活動
◎ヘルスマチャレンジ

自分に合ったコースを選び、運動や食事、歯のケアの他、睡眠などの目標に
３ヵ月間取り組む健康づくりイベントを年１回実施
◎脱！タバコ作戦

禁煙への意識向上を目的としたイベントで、組合員の参加を呼びかけている
◎ヘルスマアプリ「WELLGO」の活用

歩数記録や体重管理など、日々の健康行動をサポートするツールとして活用
している。本アプリでは健康診断結果がアプリ上で更新され、いつでも確認できる
ようにしています

感染症対策
感染拡大を防ぐため、発生時の迅速な対応体制を整備し、感染者の把握や感染
症の流行状況などの把握に努めています。また、希望者へインフルエンザ予防接種
を実施し、重症化予防と職場内感染の抑制を図っています
手指衛生の徹底を促すため、施設内に消毒液を常設し、利用を呼びかけています。
感染症罹患後の復職に関する基準を設け、職場内での再感染防止と安全な勤務
環境を確保しています



応急手当教育（ＡＥＤ）

社内教育を実施しています。体調不良の方が発生した
場合に対応できるよう、ＡＥＤ及び胸骨圧迫（CPR）
訓練を含め、ＡＥＤ普及員の指導の下、実施しています
（2026年約500名実施）

安全衛生委員会の開催（毎月１回）

各事業所で毎月安全衛生委員会を開催し、安全対策の向上や衛生活動の
推進につなげています

STOP６に基づいた安全点検活動の実施

毎月職場相互点検として、安全衛生委員会で構成されたメンバーでの
安全点検活動を実施し、ゼロ災に向け取り組んでいます。



取組事例その１

取組事例その２

６ 地域連携によるスポーツ振興と健康づくり

岡崎市スポーツ協定（FCマルヤス岡崎）
岡崎市とマルヤス工業がスポーツ振興協定を締結し、
市民との交流や青少年支援を通じて、地域活性化に貢献しています

岡崎市ナイトマラソン協賛（マルヤス工業）
地域の健康づくりとスポーツ振興を目的に、

マルヤス工業は「岡崎サタデーナイトリレーマラソン」に協賛。
市民参加型のイベントを通じて、運動習慣の定着と地域交流に貢献しています

FCマルヤス岡崎を通じて、地域の健康づくりやスポーツ機運の醸成を推進。

市民との交流や青少年支援を通じて、地域活性化に貢献しています



７ 労働組合との共催イベント 2025年の取組み



８  健康状況 目標と実績

2026年度目標達成には
低リスク者を８５名増やす必要あり



－① 実績（労務状況）8  健康状況 目標と実績



8  健康状況 目標と実績－② 実績（健康づくり状況）



－② 実績（健康づくり状況）8  健康状況 目標と実績



＜安全活動：参考資料＞
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